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年間の活動のまとめ 

杜の伝言板ゆるる（以下、ゆるる）にとってこの 1年は、ＮＰＯが抱えるＩＴ化の遅れを始

め、財務諸表による信頼性確保、継続運営への事業化などの課題に対して、しっかり取り組ん

だ一方、現在増加している団塊世代の社会貢献活動への参画や青少年層へのＮＰＯ理解プログ

ラムにも、これまでの経験を活かし取り組んだ。 

また、全国的な取組みの企画の地元開催事業に協力体制を取ったが、地元団体が複数の場合

の役割と責任の範囲が曖昧で、不満が残る事業もあった。事務局の体制を整備し、協力の見極

めをする必要がある。 

そして、ＮＰＯにとって財産である多くの“賛同の広がり”については、外に向かって実際

に対面しながら会員や賛同者を募っていく人材がいないことが課題である。今後、スタッフ研

修を充実し、自ら取組む活動を評価する仕組みも検討する。 

 

■ＩＴサポート分野への新展開 

特に、市民に対して共感を広げていくことで活動の発展が見込まれるＮＰＯにとって広報力

が不足している。とりわけインターネット活用型の広報に着手していない団体が多く、その活

用の提案とともに技術指導が求められている。 

そこで、ＮＰＯのＩＴ化をサポートするために、既にＩＴ支援をしているＮＰＯの力を借り

ることで促進する計画を立て、ＩＴ支援ＮＰＯのネットワーク構築及び市民とＮＰＯのＩＴ普

及事業を宮城県に提案した。幸い、ふるさと雇用再生特別基金事業に採択され、昨年 7月から

宮城県からの受託として展開している。 

（詳細は 17 ページへ） 

 

 ■みやぎＮＰＯプラザの運営 

２期２年目に行った指定管理業務は、職員の経験幅増加にあわせ、利用者への配慮及びサポ

ート内容に厚みがでてきたことから、利用者の拡大とＮＰＯ間のつなぎ役として実績を残すこ

とができた。 

特に、秋に目の前の榴ヶ岡公園で開催される「みやぎの・まつり」に便乗する形で開催した

「みやぎＮＰＯプラザまつり」は、多くのＮＰＯの力を結束し、市民からのＮＰＯ活動理解と

ともにＮＰＯプラザの認知に大きく貢献した。 

（詳細は 19 ページへ） 
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 ■ＮＰＯ法人会計基準策定への参画 

 ゆるるが信頼を寄せ、ＮＰＯ側に立った会計を教授頂いた故赤塚和俊氏の遺志を継いだ形の

ＮＰＯ法人会計基準は、全国のＮＰＯ支援センターや会計士･税理士の専門家、研究者などの

力で最終案が出され、2010年 7月 20日の基準発表に至った。この一連の活動にゆるるとして、

代表の大久保を専門委員として送り出し、旅費を持ち出しての取組みをした。 

 この間、宮城県内及び近隣県に呼びかけて学習会や意見交換会を開催し、基準作りの動きを

ＮＰＯに周知したほか、パブリックコメント募集期間には、仙台にて意見交換会を 2度にわた

り開催した。 

 特に、メーリングを活用しての専門委員の作業にいたっては、よりＮＰＯに理解しやすいよ

うに作成した「Ｑ＆Ａ」に関しては、1000 件ものメールのやり取りがあった賜物である。 

 （詳細は、 13 ページへ） 

 

■シニア世代と青少年層の社会参加 

 団塊世代が定年後、第 2の職場をリタイヤする時期になり、最近は、コミュニティビジネス

に関心を示すシニア層が増加している。そのシニアの方々が、ＮＰＯを選択するための仕掛け

として、以前より取り組んできたのがＮＰＯ訪問バスツアー、ろうきんとの協働によるＮＰＯ

パートナーシップ制度、そして 2009 年 1 月より、みやぎＮＰＯプラザの事業として提案した

50 歳からのＮＰＯ実践塾、を実施してきた。 

 事業成果としては、学んだあとに、自らＮＰＯを選択し、活動に踏み出すことで、評価され

る。その意味では、それぞれがリンクし、相乗効果が出た。 

 一方、2003 年から始めた高校生がボランティア体験をすることで、ＮＰＯを理解する高校

生の夏ボラ体験は、2009 年で 7 年目を数え、事前学習会必須とボランティア 3 日体験は定着

してきている。 

 （詳細は、 10 ページへ） 

  

■組織の課題 
月刊杜の伝言板ゆるるの発行体制の改善と、組織力の強化を目標に上げて取り組んだが、

思うような結果が出せていない。 

 特に、編集者を増やすことを念頭に取り組んだ市民ライター養成講座は、受講者には好評

だったものの、その後の発展に着手できなかった。 

しかし、内部の移動で、4 月より編集経験があるスタッフを登用し、徐々に体制作りへ向

けて動き出している。 

また、前年に続き、「会員の拡大」は足踏み状態である。最終段階にある団体パンフレット

を完成し、月刊ゆるるの協賛広告とともに会員勧誘にも力を入れる必要がある。 
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 組織運営に関する事項 

1. 総会の開催 

   平成 21 年度定時総会を開催 

開催日時：平成２１年 8 月 9日(日) 14：00～15：30 

   場所：みやぎＮＰＯプラザ 

   議案：20 年度事業報告及び決算 

      21 年度事業計画及び予算  

2. 理事会の開催 

（１）理事会開催   年間 12 回開催 

開催日 開催日

第５９回 6月10日(水) 第６５回 12月25日(金)
第６０回 7月4日(土) 第６６回 1月15日(金)
第６１回 7月23日(木) 第６７回 2月22日（月）
第６２回 9月9日(水) 第６８回 3月17日（水）
第６３回 10月20日(水) 第６９回 4月19日(月)
第６４回 11月20日(水) 第７０回 5月17日(月)  

  （２）理事合宿   ７月４日～５日 

 

3. 会議 

（１）スタッフミーティング  毎月第 1 月曜日 12 回 

事務局スタッフ及び NPO プラザスタッフ合同の研修・打合せ 

    開催日：6 月 8 日 7 月 6 日 8 月 3 日 9 月 7 日 9 月 28 日 11 月 2 日 

12 月 7 日 1 月 4 日 2 月 1 日 3 月 1 日 4 月 5 日 5 月 10 日 

（２）編集会議 10 回（6/10 7/16 8/5 9/19 11/6 12/16 1/6 2/5 3/10 5/7） 

この他、メールでの情報共有を図った。 

（３）事務局会議 5 回（6/15 7/23 8/11 8/31 9/18 ） 

他 スタッフ全体ミーティング前後や事業担当者と個別に随時 実施 

（４）プラザ運営主任打合せ 検討事項が発生した時点で随時打合せを行った。 

 

4. 会員（2010 年 5 月 31 日現在） 

    正 会 員 39 団体・個人 

    賛助会員 17 団体・個人 

    情報会員 78 団体・個人 
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5. 事務局職員体制（2010 年 5 月 31 日現在） 

（１）杜の伝言板ゆるる事務局（宮城野区榴岡 3-11-6） 

杜の伝言板ゆるる代表理事：大久保朝江 

常勤職員：池田節子（NPO プラザ兼務）・菅原牧枝・小林しのぶ 

非常勤職員：中村雅明 

（２）みやぎ NPO プラザ勤務（宮城野区榴ケ岡 5） 

館長：大久保朝江 

常勤職員：堀川晴代・荘司紗敏・庄司真希・佐藤明日香 

清野利之・藤川佳三・齋藤真利男 

非常勤職員：中村雅明・池田節子 

 

6. 職員研修 

（１） 研修 

役割に応じた研修に参加し、それぞれのスキルアップを図った。 

   総数 20 回 延べ 46 名 

日時 研修名 

6 月 18 日 NPO 支援センター初任者研修会（1 名） 

6 月 25 日 みやぎ NPO プラザ・NPO 支援センター研修（5 名） 

9 月 10 日 みやぎ NPO プラザ・NPO 支援センター研修（5 名） 

10 月 6 日 NPO 法人会計基準意見交換会（1 名） 

11 月 10 日 NPO 活動推進フォーラムやまがた大会（1 名） 

11 月 14・21・28 日 実践！プロに学ぶ市民ライター養成講座（5 名） 

11 月 17 日・30 日 ボランティア活動支援業務担当者向け研修（1 名） 

11 月 30 日 地域の NPO 支援センタースタッフのための研修会（1 名） 

1 月 15 日 みやぎ NPO プラザ・NPO 支援センター研修（6 名） 

1 月 30 日 SPREAD 情報セキュリティサポーター検定講座（5 名） 

2 月 5 日 地域の NPO 支援センタースタッフのための研修会（1 名） 

2 月 9 日 Microsooft NPODay 2010（1 名） 

2 月 10 日 NPO のための広報スキルアップセミナー（1 名） 

3 月 8 日 NPO と行政の協働促進に関する研修会（1 名） 

3 月 9 日 NPO のための会計税務講座（2 名） 

3 月 10 日 H21 年度ボランティア・市民活動ネットワーク会議（1 名） 

3 月 15 日 仙台圏中間支援組織連携会議（1 名） 

3 月 17 日 支援組織若手意見交換会（3 名） 

5 月 11 日 情報ネット運営講習（3 名） 

5 月 21 日 仙台市シニア活動支援センター推進ネットワーク活用情報交換会（1 名） 
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 （２）ボランティア 1 日体験 

7/31～8/26 スタッフ７人が下記の８団体にて１日ボランティア体験を実施。 

実施日 体 験 先 

７月３１日（金） ＮＰＯ法人いしのまきＮＰＯセンター（石巻市ＮＰＯ支援オフィス） 

８月２日（日） 名取ハマボウフウの会 

８月６日（木） 
ＮＰＯ法人冒険あそび場-せんだい・みやぎネットワーク 
（仙台市海岸公園冒険広場） 

８月７日（金） 宮城県善意通訳者の会 仙台駅構内 INFO ブース 

８月９日（日） ＮＰＯ法人オープンハート・あったか（感覚ミュージアム） 

８月１４日（金） ＮＰＯ法人萌友 

８月１８日（火） ＮＰＯ法人グループゆう 

８月２６日（木） ＮＰＯ法人どんぐりの家（登米市南方） 

 

 

 

 

 

 

 

7. ボランティア   

事務局及び NPO プラザにて 6人のボランティアを受け入れ、212 時間の協力を得た。 

 

 

 

 

 

 

計
ﾃﾞｰﾀ入力 発送 ﾌﾟﾗｻﾞ祭り 講座 ﾌﾟﾗﾝﾀｰｹｱ

有馬　昭洋 78 25 7 110
吉田　昭雄 23 23
鈴木　広明 17 17
平野　明 10.5 10.5
今部　俊江 34 34
山田　麻衣子 7.5 10 17.5

計 78 75.5 14.5 10 34 212
※今部さん、山田さん　2009．09～
総時間数：212時間

月刊ゆるる NPOプラザ

 
 
 

8. 研修受け入れ 

・ 宮城県教員 10 年研修として 1名を受入   

期間：7 月 12,29～30 日  受入場所：ゆるる事務局及び NPO プラザ 

 

9. 他団体との連携や協働の推進 

（１） 会員として連携 

① NPO 法人地域創造ネットワーク・ジャパン 

② NPO 法人せんだい・みやぎ NPO センター 

③ NPO 法人 NPO 会計税務専門家ネットワーク（総会出席 9/5 開催地：金沢） 

④ NPO 法人日本ＮＰＯセンター 

⑤ NPO 法人シーズ＝市民活動を支える制度をつくる会 

⑥ NPO/NGO に関する税・法人制度改革連絡会（連絡会出席：10/1） 

⑦ ＮＰＯ会計基準策定協議会（総会出席：11/14 2/2 4/8） 

（２） 委員や事業等 

① 地域創造ネットワーク・ジャパン 

事業名：ライフサポーター養成講座 （11/30～12/2） 
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② NPO 法人日本ＮＰＯセンター 

NPO Day 地域別ミーティング会議（5/19） 

ＣＥＯ会議に出席（5/27～28） 

③ NPO 法人せんだい・みやぎ NPO センター 

評議員 会議出席：10/6 4/22 

NPO 法人会計基準中間報告会で連携 

④ NPO 法人せんだい杜の子ども劇場    評議員 

⑤ NPO 法人みやぎ宅老連絡会 

  介護施設評価事業会議委員（3/10） 

⑥ 宮城県社会福祉協議会みやぎボランティア総合センター 

  月刊杜の伝言板ゆるる「こ・ら・ぼ」ページを協働発行 

⑦ 東北労働金庫 

高校生の夏ボラ体験パンフレットに協賛広告掲載ほか、ろうきんＮＰＯパートナー

シップ制度で協働。ＮＰＯ訪問バスツアーで協力を得る。 

⑧ 東北 NPO 支援センター連絡会 

情報交換及び交流 （6/10 7/3 10/16 2/19） 

⑨ かほく｢108｣クラブ 

かほく 108 ファンドの募集告知協力や助成金審査会に審査員として出席（5/13） 

高校生の夏ボラ体験に共催団体としてかほく「108」クラブから資金提供あり。 

⑩ ＮＰＯ会計基準策定協議会 

ＮＰＯ法人会計基準策定委員会の下の会計基準専門委員として基準作りに参画 

総会、及び策定委員会、専門委員会に出席 

⑪ NPO 日本ネットワークセキュリティ協会 

情報セキュリティセミナー開催（1/30） 

SPREAD 協働団体会議（2 月 15 日） 

 

10.組織の広報及び理解促進 

（１） ホームページ等の運用 

①ホームページ http://www.yururu.com/ を活用し、組織の情報公開を進めたほか、

実施事業や求人情報を随時掲載した。 

②事務局ブログ（CANPAN）4 月 13 日より開設 

（２） 事務局通信を発行 

目 的：事務局で常に動いている事業について、会員の方々にご理解いただくために発

行している。トップページに「理事からの言葉」を設け、団体の『顔』がよく

見えるように努め、団体の存在意義を知らせる貴重な塲とする。 

発行日：奇数月発行（年 6回 7 月・9月・11 月・1月・3 月・5月） 

発行部数：約 200 部 

発送先：正会員・賛助会員・情報会員 
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掲載内容 

 7 月号 理事の言葉「この一年を振り返って思うこと」 

      P2 ～3 研修報告・夏ボラ、ろうきんパートナーシップ等 

 9 月号 理事の言葉「NPO 支援の模索」 

      P2 ～3 実践塾三期開講、IT 支援 NPO ネットワーク宮城始動等 

11 月号 理事の言葉「自分の居場所」 

      P2 ～3 NPO 訪問バスツアー・みやぎ NPO まつり 2009 等 

 1 月号 理事の言葉「謹賀新年」 

      P2 ～3 市民ライター養成講座・NPO 法人会計基準ゆるるの取組み等 

 3 月号 理事の言葉「外から日本を見てみよう」 

      P2 ～3 研修報告・情報セキュリティ検定講座等 

 5 月号 理事の言葉「宮城県内企業と NPO の動向調査から」 

      P2 ～3 会計基準「最終案」の発表・新スタッフ紹介等 

成果 

課題 

「月刊ゆるる」や「One to One」（みやぎ NPO プラザ編集）の誌面上ではあまり登場

しない、ゆるるが実施している活動の動き等を会員の皆様に知らせするツールとな

っている。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） メディアでの広報 

以下の媒体で取り上げられた。 

・ H21 年 7 月 19 日 河北新報夕刊 高校生の夏ボラ事前学習会紹介記事 

・ H21 年 10 月 5 日 河北新報朝刊 みやぎ NPO プラザまつり紹介記事 

・ H21 年 12 月 10 日 河北新報朝刊 NPO 法人会計基準全国キャラバン紹介記事 

・ H22 年 1 月 5 日 河北新報夕刊 高校生の夏ボラ体験談紹介記事 

・ H22 年 1 月 25 日 東北放送「週刊とれたて！みやぎ」で NPO プラザの紹介 

・ H22 年 1 月 30 日 河北新報朝刊 みやぎ NPO プラザ入居団体募集紹介記事 
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活 動 に 関 す る 事 項 に 関 す る 事 項 

  

１．情報収集と提供 １．情報収集と提供 

 （１）月刊杜の伝言板ゆるる発行  （１）月刊杜の伝言板ゆるる発行 

編集・発行 特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 
目的 県域のボランティア・市民活動団体・NPO の活動をより多くの市民に知らせ、活動に踏

み出すきっかけとなるよう、また、企業や行政がこれらの活動を理解し、協働に繋がるよ
う、多様な分野の情報発信を支援している。 

発行形態・部
数 

A４版 16 ページ 8,000 部 発行日：毎月 1 日 発送日：毎月月末 

配布先 約 390 箇所 
仙台市内の全市民センター・各区図書館・主な公共施設。宮城県内、各 NPO 支援セン
ター、各地方振興事務所、全社会福祉協議会、全高等学校、大学、福祉系専門学校
他 

掲載内容 下記参照 
デザイン等 表紙デザイン：千葉起世 西ノ村真由子(旧姓大林)  

ページレイアウト：座間智美 伊藤郁恵 堀江恵理子 板持留美子 
協賛広告 東北労働金庫宮城県本部 かほく｢108｣クラブ NPO 法人職人集団住改善 
成果・課題 県域のボランティア活動・NPO・市民活動団体への広報の場や、助成金情報を定期的

に提供することができた。 
課題としては、会員の高齢化による会員数減少が目立つため、さらに配布先の拡大や、
有料広告募集に力を入れて周知に努め、会員増加、支援団体の拡大などへの更なる
努力が求められる。 

【掲載内容】 【掲載内容】 
掲載数 掲載数 

  特 集 トピック トピック 
info 助成金

6 月号 
中高生の居場所 

「のびすく泉中央」がオープン 

☆みやぎ NPO 夢ファンド今年の

助成団体はここ！ 

☆社員の寄付が助成金に か

ほく 108 ファンド 
33 6

7 月号 

みやぎの NPO の実態は？ 

平成 20 年度宮城県 NPO 活動実

態・意向調査から 

☆岩手・宮城内陸地震から一年
☆NPO で高校生の夏ボラ体験

2009 
34 6

8 月号 
NPO で高校生の夏ボラ体験 2009 

ことしもスタート！！ 
☆‘‘かえっこ’’で‘‘エコ’’ 

☆東北ろうきん「NPO パートナ

ーシップ制度」で NPO と協働 
33 6

9 月号 
NPO で高校生の夏ボラ体験 2009 

涼しい夏の熱い体験！ 
☆どんな時でも大丈夫 

☆ゆるる談議「NPO はメディア

をうまく使っている？」～気づき

と願い～ 

32 5

10 月号 
放課後は子どもにとって大切な時

間 

☆五感で体感する世界 せんだ

い地球フェスタ 2009～大切な地

球、愛、大切な友達～ 

☆10 月 12 日はオータムセミナ

ーに行こう! 
37 7

11 月号 今年の秋もジェンダーの視点で 
☆せんだい CARES2009 が始ま

りました! 

☆みんなで PC 力をパワーアッ

プ！ICT 支援 NPO ネットワーク

宮城を結成 

36 6

12 月号 路上生活者の冬 

☆「さをり織り」の世界観を広めた

い～「さをり本舗 ねこや」の願い

～ 

☆記憶がつなぐ心と心 20 世

紀アーカイブ仙台 
34 5

1 月号 
ますますイキイキ！  

アクティブ・シニアの社会参加 

☆子どもたちにお菓子のプレゼ

ント～株式優待品の寄贈～ 

☆おめでとう！NPO 法人ワンフ

ァミリー仙台にみやぎ社会貢献

大賞 

34 5
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2 月号 
好きな事を仕事に！ 

いきいきと働く NPO 若手スタッフ 

☆みやぎ NPO 夢ファンド 中間

報告会 助成金と共に得られた

もの 

☆訪問記 NPO 法人 鳴子の

米プロジェクトの「むすびや」 
37 6

3 月号 
子どもを第一に考えた保育  

NPO が運営するせんだい保育室 
☆EPO 東北ってどんなとこ？ 

☆大規模災害でのボランティア

による支援活動の更なる発展

に向けて 

33 8

4 月号 
子どもたちに明るい未来を  

アマニ・ヤ・アフリカの取り組み 

☆お父さんたちによる父子手帳 

伊達なパパ本を作成しました。 
☆こころの支援をめぐって 37 6

5 月号 

写真集＋DVD 「クラシカル セン

ダイ」を発刊  

～アマチュアカメラマンが映した

懐かしい昭和時代の仙台～ 

NPO 法人 20 世紀アーカイブ仙台 

☆自然の「環」から人の「和」を育

てよう  

NPO 法人森は海の恋人    

☆NPO が初受賞！こだわりぬ

いた贅沢な味 

NPO 法人福祉ネット ABC 

36 5

6 月号 

緊張が笑顔に変わるとき・・・ 何

かが生まれる熱い季節  

NPO で高校生の夏ボラ体験 2010 

参加申込受付開始！ 

☆子ども育成支援の活動を応援

します！  

かほく「108」ファンド 

☆決して「夢」で終わらせな

い！ ～みやぎNPO夢ファンド

公開コンペ開催～ 

29 6

   情報掲載件数総数 445 77

 

２．情報支援・交流 

 （１）情報発信支援 

① 情報発送支援 

毎月発送する情報誌の封筒に NPO の情報発信の機会として同封した。 

 発送月 団体名 チラシの内容 主催団体との関係

21 年 せんだい杜の子ども劇場 西遊記（舞台劇） 正会員 

  
6 月 宮城県保健福祉部社会福祉

課 
福祉活動の道先案内人派遣事業 支援・協力団体 

  7 月 東北労働金庫 
ろうきん地域貢献ファンド応募の
案内 

支援・協力団体 

  8 月 なし 

  9 月 
せんだい・みやぎ NPO センタ
ー 

ふくふくファンド・みんみんファンド 正会員 

  （財）愛知揆一福祉振興会 みやぎ社会貢献大賞 正会員 

  
10 月 

せんだい杜の子ども劇場 ママ・パパライン仙台 正会員 

  11 月 なし 

  12 月 せんだい杜の子ども劇場 杜の子まつり 正会員 

22 年 1 月 なし 

  
県社協みやぎﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ総合ｾ
ﾝﾀｰ 

「災害シンポジウム」 正会員 

  支援・協力団体 

  

宮城県 
せんだい・みやぎ NPO センタ
ー 

みやぎ夢ファンド応募相談会 
正会員 

  総務省 オンライン申請講習会開催 支援・協力団体 

  

2 月 

せんだい杜の子ども劇場 ママ・パパライン仙台 正会員 

  社会貢献 かほく「108」クラブ かほく「108」ファンド 賛助会員 

  
3 月 

住改善リフォーム相談室 内装リフォーム大感謝際 正会員 

  4 月 なし 

  5 月 なし 
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② NPO に関する冊子類販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冊誌名 発行者（団体） 内容

NPO会計マニュアル
NPO法人
杜の伝言板ゆるる

簿記の知識も、経理の経験もない人が会計担当になったとき、「これだけ
は知っておきたい」NPO会計の基礎

NPO会計日誌 NPO支援東京会議
「現金出納帳記入欄」「預金出納帳記入欄」があり、資金が動いた日に1
頁を使い記録しておく。領収書添付欄もある。

知っておきたいNPOの
こと「増補版」

NPO法人
日本NPOセンター

「信頼されるNPOの7つの条件」と「基礎知識Q&A」などNPOを理解できる
情報が満載

知っておきたいNPOの
こと「協働編」

NPO法人
日本NPOセンター

「行政と協働するNPOの姿勢」「NPOと協働する行政職員の姿勢」をそれ
ぞれの視点から掲載

NPOのためのアドボガ
シー読本

NPO法人
市民活動センター神戸

「社会的課題を解決するために働きかけること」を【アドボガシー】の定義と
し、市民を動かし、行政や議会に政策を提言する力をつけるために必要
なものを探る

MPOの会議、こうすれ
ばうまくいく

NPO法人茨城NPOセン
ターコモンズ

効率的な会議を行うための準備からレイアウト、進行や事後管理まですぐ
に使えるアイディアを掲載。NPOに限らず、様々な会議の場でも役立つ

NPO法人VS新公益法
人

NPO法人シーズ・市民
活動を支える制度を作る
会

NPO法人と新公益法人、認定NPO法人を手続き、組織、税制面で徹底
比較し、法人選択のポイントを教えている

NPO・NGOのための
CSR入門

社会福祉法人
大阪ボランティア協会

「企業の社会的責任（CSR）」を知り、活動に役立てて欲しいという思いか
ら豊富な事例と共にQ&A方式で分かり易く解説してある。

会計王NPO　Limited ソリマチ株式会社
NPO法人会計に精通した税理士・公認会計士監修によるNPO法人専用
会計ソフト。

 

（２）交流 

① ゆるる談議「ＮＰＯはメディアをうまく活用している？」 

日時：2009 年 8 月 9 日(日) 15：30～17：00 

会場：みやぎＮＰＯプラザ リストランテ歩゜歩゜ 

ゲスト：寺島英弥氏(河北新報社編集局次長兼生活文化部長) 

佐藤和文氏(河北新報社メディア局局長) 

関本英太郎氏(東北大学大学院情報科学研究科教授) 

聞き手：大久保朝江((特活)杜の伝言板ゆるる代表理事) 

    参加人数：22 名 

市民が情報発信していくことに深くかかわってきた寺島さんのお話を聞き、今、NPO が

市民に向けてどう発信しているか、メディアをうまく使いこなせているか、を考えた。 

紙媒体より、ネット活用の実態や提案などの話が多く、新聞というツールを使って発信

したい NPO にとって、もっと聞きたいと声も聞かれた。会場は、グループゆうが運営す

るレストランだったことで、和やかな談議となった。 

 

３．講座・研修等の企画運営 

① 高校生夏ボラ体験２００９（7 月～8月） 

事 業 名 ＮＰＯで高校生の夏ボラ体験 2009 

主    催 特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

共    催 かほく「108」クラブ 
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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

協    賛 河北新報社グループ 13 社  東北労働金庫 

後    援 宮城県教育委員会  仙台市教育委員会 名取市教育委員会 
大河原町教育委員会 石巻市教育委員会 東松島市教育委員会 
大崎市教育委員会  登米市教育委員会 

目    的 地域の次世代の担い手となる高校生が、ＮＰＯでボランティア体験すること

で、地域を支えている市民主体のＮＰＯ活動を知り、その多様性などの理解

促進と共に、地域が持つ課題に気づく機会とする。また、学校という管理下

にありながら、ある程度の自己決定できる環境を持っていることで、自由意

志のもとに決定したＮＰＯでのボランティア体験を通じ、自ら考えること、

社会貢献の意思のめばえにつながることを期待する。 

実施概要 
開催期間：2009 年 7 月 21 日～8 月 23 日 
対象者：宮城県内の高校生 
事前学習会：・7 月 12 日（日）13：00～16：00 エルソーラ仙台 
・7 月 19 日（日）13：00～16：00 エルソーラ仙台 
・7 月 19 日（日）13：00～16：00 大崎市市民活動サポートセンター 
体験談集発行：平成 21 年 12 月 1 日 
参加者数：105 名（応募者 169 名） 
参加高校：29 校 
受入ＮＰＯ数：25 団体 

成    果 2008 年度に導入した 3 日間体験プログラムが好評だったことを受け、ほ

とんどの体験プログラムを 3 日間とし募集要項を作成。宮城県内の全高校へ

配布した。参加した高校生からは、3 日間を通して活動に参加したことでＮ

ＰＯの活動に対する理解や関心が深まったという体験談が多く提出された。

参加者の中には、将来の夢と関連させて体験に望んでいる高校生が目立っ

た。自主的に課題解決へと取り組むＮＰＯでのボランティア体験は、学校の

授業では学ぶことの出来ない経験となる。本事業は将来への一歩へ貢献する

機会を提供できる良い機会となった。 
かほく「108」クラブと共催したことによる効果については、河北新報社

が運営する地域ＳＮＳ「ふらっと」のトップページにバナーを作成してもら

い広報が強化されたこと、高校生のみならず一般にも当団体や夏ボラに参加

するＮＰＯについての認知度が高まったことが挙げられる。企業にとって

も、普段関わりの少ない高校生へ、河北新報や「ふらっと」への認知度がア

ップしたほか、ＮＰＯと協働で青少年育成に取り組む企業として社会貢献度

が高まったことが効果として挙げられる。 

 

※ 残念ながら大崎市においては、模倣したプログラムが出現し、混乱を招いた。特に、

その企画内で実施されたボランティアの概念を学ぶ学習に、全く未経験なスタッフ

の間違った情報が提供されたことを確認し、高校生の価値観を左右する内容であっ

たことから、主催である大崎市に抗議した。後日、実施団体に対して注意をする旨、

口頭で回答を得た。 
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② 第 8回ＮＰＯ訪問バスツアー（9月 26 日） 

 

事業名 第 8回 NPO 訪問バスツアー 

主催 特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

共催 社会貢献 かほく「108」クラブ 

協力 東北労働金庫宮城県本部 

目的 
NPO や市民活動団体が実際に活動している現場を訪問し、活動への理解を深
め、参加や協賛につなげることで、地域の生活環境の向上に発展していくこ
とを目的とする。 

実施概要 

開催日時：平成２１年９月２６日（土）9：30～17：30  
訪問 NPO：ビートスイッチ『恐竜やま』（太白区八木山） 
     仙台夜まわりグループ（五橋公園） 
     グループゆう『リストランテ歩゜歩゜』（宮城野区榴ヶ岡） 
     FOR YOU にこにこの家（太白区四郎丸） 
募集人数：20 名 
参加対象：NPO や市民活動に関心のある市民 
参加費：2500 円（昼食代含む） 
参加人数：21 名 
今年度は「ふれあい福祉バス」（無料福祉バス）の抽選にはずれたため、バ
ス会社のマイクロバスを借り実施。 
仙台市内の 4 つの NPO を訪問。各 NPO の代表や実際に活動しているスタッフ
の方から話を聞いた。 
訪問終了後は、みやぎ NPO プラザで懇談会を持ち、アンケートを記入。 

成果・課題 

今年度は、実際の活動を見学する事により、ツアー終了後、見学した NPO の
会員になる人、物資を寄付したりする人、ボランティア活動に参加する人も
現れて、活動の理解を深めるにはまたとない機会を設けることができた。 
また各 NPO にとっても、自分達の活動を市民へ周知する機会を与えることが
できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 市民ライター養成講座（みやぎ県民大学自主企画講座 委託者：宮城県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 
みやぎ県民大学「自主企画講座」 
【実践！プロに学ぶ市民ライター養成講座】(宮城県からの受託事業) 

主催 宮城県教育委員会 

企画実施 特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

目的 
市民ライターとして、地域を取材するための必要なノウハウを第一線で活躍するプロの講師
から学び、後に「月刊ゆるる」への参画を視野に入れる。 

実施概要 

実施日時：平成 21 年 11 月 14 日・21 日・28 日（土）13：30～16：30 ※三回連続 
参加対象：一般県民でシニア世代（デジカメを使え、講座に持参できる方） 
参加費 ：無料 
募集人数：30 人 
実施内容：①「取材テクニックのコツ」     講師：南條成子さん（フリーライター） 

②「ライティング技術を学ぶ」  講師：南條成子さん（フリーライター） 
③「伝わる写真の写し方」「修了式」  講師：佐々木 隆二さん（フリーカメラマン）

参加人数：29 名 

成果課題 

取材をして記事を書く事や自分の思いを伝えるための写真の取り方を学ぶことで情報を発
信するという楽しさを理解した。 
月刊ゆるるでの取材や原稿書きへ興味を持つ参加者も出たが、実際に編集に引き込む仕
掛けが弱く、編集にかかわる人事は出なかった。 
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４．調査研究及び資料等の発行 

  （１）NPO 法人会計基準策定への取組み 

2009 年３月から始まった NPO 法人会計基準策定に向けて、ゆるる代表の大久保が専門

委員を担い、基準作りに取り組んできた。 

下記の会議に参加し、緊急集会及び学習会等を開催した。 

開催日 会議及び催事名 

7 月 31 日 NPO 法人会計基準策定委員会オブザーバー参加 

8 月 28 日 NPO 法人会計基準専門委員会 

9 月 30 日 NPO 法人会計基準策定委員会オブザーバー参加 

10 月 6 日 NPO 法人会計基準意見交換会開催（仙台） 

10 月 23 日 NPO 法人会計基準策定専門委員会 

11 月 14 日 NPO 法人会計基準協議会 

12 月 8 日 NPO 法人会計基準策定プロジェクト全国キャラバン in みやぎ 

12 月 19 日 NPO 法人会計基準策定委員会専門委員会 

1 月 18 日 NPO 法人会計基準専門委員会 

2 月 2 日 NPO 法人会計基準協議会臨時総会 

3 月 14 日 日本 NPO 学会にて発表 

3 月 16 日 NPO 法人会計基準専門委員会 

3 月 30 日 NPO 法人会計基準策定委員会オブザーバー参加 

4 月 8 日 NPO 法人会計基準協議会総会 

4 月 27 日 NPO 法人会計基準策定専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

催 事 名 
ＮＰＯ法人会計基準全国キャラバン in みやぎ 緊急集会 

みんなでつくる NPO 法人会計基準 とことん聞きます！みんなの意見 

日  時 １２月８日（火）１３：３０～１６：００ 

主 催 者 
ＮＰＯ法人杜の伝言板ゆるる、ＮＰＯ法人せんだい・みやぎＮＰＯセンター、

ＮＰＯ法人会計基準策定協議会 

参加者数 ４５名（一般参加者 ３４名、スタッフ １１名） 

内  容 

「ＮＰＯ法人会計基準策定協議会」が推進する中間報告と共に、宮城・東北の

NPO や専門家の意見交換の場となる集会を開催。 

第１部 ＮＰＯ法人会計基準中間報告会 

報 告 瀧谷 和隆氏（ＮＰＯ法人会計基準策定委員） 

第２部 意見交換ワークショップ 

実施結果 

協議会から提供された NPO 法人会計基準素案を資料として配布。 

論点ごとにテーブルを分け、協議会メンバーの瀧谷氏、加藤哲夫氏、大久保朝

江のほか、専門委員の成田由加里氏、平野由紀子氏がコーディネータとして、

参加者からの意見を引き出した。 

参加者の属性は、NPO、行政、会計士や税理士、大学研究者などが参加した。

出された意見は、パブリックコメントとして、NPO 法人会計基準協議会事務局

に送られたほか、各自、ネット上の意見入力を実施した。 

参加費は徴収しなかったが、協議会への寄付が 22,500 円寄せられ、事務局で

ある、シーズ市民活動を支える会に納めた。 
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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

・ 3 月 14 日、京都市で開催の「日本 NPO 学会」で、ゆるる代表の大久保が、宮城に

おける NPO 法人の財務諸表の実態調査（設立後約 10 年、及び約 5 年の各 100 法人

を調査）を発表。ＮＰＯ法人会計の必要性を話す。 

・ 4 月 8 日、NPO 法人会計基準協議会総会で、最終案を発表。意見を聴くイベント（東

京）にてパネラーとしてゆるる代表の大久保が登壇した。 

  （２）資料等の発行 

高校生の夏ボラ体験の参加者から体験談を集め、体験談集を 400 部作成、発行。 

 

５．講師等の派遣 

（１） 講師等派遣 

行政や NPO、社会福祉協議会等からの依頼により、ボランティや市民活動、NPO 等に

関する講演や研修などの講師をした。 

実施日 会場 主催   テーマ 

6 月 27 日 東北福祉大学 東北福祉大学 ボランティア論 ＮＰＯ法人のつくり方 

6 月 30 日 
教員研修センタ
ー 

宮城県教育委員会 
高等学校初任者研修・一
般研修 

NPO 活動について 

7 月 14 日 宮城県村田高校 宮城県村田高校 社会人講和 NPO とボランティアの話 

9 月 16 日 サンプラザ 若林倫理法人会 例会 
NPO とは・・・～杜の伝言板ゆ
るるの事例から紐解く～ 

9 月 17 日 
みやぎ NPO ﾌﾟﾗ
ｻﾞ 

宮城県（みやぎ NPO
プラザ） 

NPO マネジメント講座 
定款からつくる 
ＮＰＯ法人設立講座 

11 月 18 日 
生涯学習センタ
ー 

宮城県教育委員会 
みやぎ県民大学 
生涯学習支援者養成講
座・入門編 

組織マネジメントの視点 

11 月 19 日 柴田町庁舎 
宮城県（みやぎ NPO
プラザ） 

NPO マネジメント講座 
つくる前に考える！ＮＰＯ法人
設立基礎講座 in 柴田 

11 月 20 日 
台原老人福祉セ
ンター 

シニアネットクラブ仙
台 

学習会 
高齢者に対する分かりやすい
話し方 

12 月 1 日 
地域創造ネットワ
ークジャパン 

  ライフサポーター養成講座   

2 月 17 日 グリーンピア岩沼 
宮城いきいき学園仙
南校 

コーディネータ ボランティア活動 

2 月 24 日 山元町公民館 山元町 指定管理者制度学習会 ＮＰＯ法人と指定管理者 

3 月 8 日 宮城県庁 宮城県 
県 NPO と行政の協働促進
研修会 

共に考えよう！ＮＰＯと行政の
協働！ 

3 月 23 日 茂庭荘 太白区倫理法人会 例会 NPO とゆるる 

4 月 15 日 
みやぎ NPO ﾌﾟﾗ
ｻﾞ 

宮城県社協 
市町村社協ボランティアコ
ーディネーター研修 

ボランティア・市民活動支援に
おける情報誌発行講座 

4 月 16 日 
みやぎ NPO ﾌﾟﾗ
ｻﾞ 

宮城県（みやぎ NPO
プラザ） 

マネジメント講座講師 
安心して総会をむかえるため
に 

4 月 22 日 いずみタピオ  泉区タピオ大学    情報誌の作り方 

5 月 19 日 第２合同庁舎 東北行政管理評価局
さわやか行政サービス推
進協議会 

行政と NPO との協働に向けて
～ユーザーは市民～ 

5 月 25 日 
みやぎ NPO ﾌﾟﾗ
ｻﾞ 

宮城県（みやぎ NPO
プラザ） 

マネジメント講座講師 
行政職員のためのＮＰＯ理解
講座～ＮＰＯを知る！協働を
知る！～ 
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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

（２） 審議会・委員会等の委員 

行政等の審議会や委員会、評議会などの委員として、市民活動・NPO の立場から提言を

行っている。 

① 国：東北管区行政評価局行政評価懇談会（ 2/23 ） 

② 宮城県：宮城県民間非営利活動促進委員会 

（ 7/17 8/26 10/5 1/22 5/31 ） 

みやぎ NPO 夢ファンド運用委員会(審査会含) 

（ 1/9 4/10 5/8 ） 

③ その他： せんだい男女共同参画財団評議員会（ 3/25 5/24 ） 

仙台国際交流協会評議員会（ 3/29 5/25 ） 

せんだい豊齢学園運営委員会（ 12/14 ） 

宮城県商工会連合会小規模事業広域活性化事業委員会（5/28） 

 

（３） 助成金等審査員 

みやぎ NPO 夢ファンド審査会（1/10 4/11 5/9） 

せんだい男女共同参画財団助成金審査委員会及び審査会 

（6/5 6/13 1/20 1/26 5/31 5/6 ） 

仙台国際交流協会助成金審査会（6/16 9/15 12/16 ） 

企業社会貢献事業かほく１０８ファンド審査員（5/13） 

愛知揆一福祉振興会みやぎ社会福祉大賞審査会（ 9/8 9/24 11/9 12/2 12/18 ） 

 

６．相談・ヒアリング 

ヒアリング： 8 月 20 日 東北大学生ヒアリング対応 

9 月 16 日 明治大学生ヒアリング来訪 

5 月 6 日  河北新報社大和田氏取材で来訪 

8 月 21 日 (独法)中小企業基盤整備機構 

みやぎ NPO プラザの指定管理業務として毎週水曜日に NPO 運営・法人設立相談に対応 
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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

７．市民団体等に対する支援 

   全分野のボランティア育成､ＩＴ環境整備、情報発信代行､ＮＰＯ理解につながる企画事業

などを実施。 

（１） ろうきんＮＰＯパートナーシップ制度 2009(主催：東北労働金庫) 

事業名  ろうきんパートナーシップ制度 

主催  東北労働金庫 

協力 
東北地区 NPO 支援センター 

【宮城県】杜の伝言板ゆるる せんだい・みやぎ NPO センター 

目的 

東北労働金庫と東北地区 NPO 支援センターの『協働事業』として、「ボランティ

ア活動に興味はあるけど、どこに行けば良いかわからない」というニーズに応え

るべく企画。退職を控えた方が NPO 等でのボランティア活動を応援すると共に、

地域社会への参画や新たな出会いをもたらし、地域での生きがいをサポートする

もの。 

実施 

概要 

東北地区 NPO 支援センター連絡会議を開催し、企画・実施 

 第 1 回 7 月 3 日（金）  第 2 回 10 月 16 日（金）   

第 3 回  2 月 19 日（金） 

対象者  ：ろうきん友の会会員等を退職者 

       休日等を利用しＮＰＯで活動をしたい希望者 

実施期間：8 月～12 月 25 日までの 5 日間以内 

活動補助：活動に係る日当・交通費・食費等の支給はなし。 

       ボランティア保険はろうきんで負担。 

募集人数：120 人（東北 6 県各県 20 名定員） 

受入団体：ビートスイッチ・FOR YOU にこにこの家・麦の会・ゆうあんどあい

     ・仙台夜まわりグループ・蔵王のブナと水を守る会・広瀬川市民会議

      せんだい・みやぎ NPO センター  

参加者数：10 名 

成果 

課題 

宮城県内の活動者 10 名のうち、ゆるるを通じて 8名の参加があった。みやぎ NPO

プラザで開講している「50 歳からの NPO 実践塾」の塾生の参加が大きかった。 

1 ヶ所だけの体験にとどまらず、数ヶ所での体験を希望する人がいたり、その後

も活動した団体で継続してボランティアをする人もおり、成果は上がっている。

本来のろうきん友の会会員の参加が少なく、課題が残った。 
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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

（２） ＩＴ化支援ＮＰＯのネットワーク事業（委託者：宮城県） 

事業名 ＩＴ化支援ＮＰＯのネットワーク構築事業（平成 21 年度） 
ＩＴ化支援ＮＰＯのネットワーク運営事業（平成 22 年度） 

主 催 宮城県（企画部情報政策課情報化推進班） 
企画実施 特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

目 的 
一般県民や NPO への IT 技術のサポートをするために、IT 支援を目的とする NPO とのネット

ワークを構築する。構築されたネットワークを活用し、県民の情報リテラシーの向上を図る 

実施概要 

① ＩＴ化支援ＮＰＯネットワーク事務局設置及び運営 

事業説明会を開催しネットワークを構築。順次参加団体を増やした。 

開催日：平成 21 年 8 月 21 日（金）14:00～16:00 参加団体 4 団体 

ネットワーク参加団体数：11 団体（仙台７、石巻２、栗原１、登米１）5/31 現在（事務局を含む）

② ＩＴ化支援ＮＰＯのＩＴ指導者のスキル向上業務の実施 

・ＩＴスキル向上講習会の開催 

開催日程：平成 21 年 10 月～平成 2２年 5 月 

開催状況：平成 21 年度 4 開催（4 時間×2 日）延べ 55 名 

平成 22 年度 2 回実施（5/31 現在） 延べ 20 名 

対象者：IT 支援 NPO 団体所属のメンバー（主にメインやサブ講師を担当） 

・マイクロソフトＩＣＴ検定の実施 

実施回数 16 回 

受検者数 ３６名 

→認定取得 達人 ４名、名人 １１名、上級 １７名、中級 ４名 

・ＩＣＴマスター認定研修会の実施 ２回 

参加者：１２名 → 全員合格 

③ 県内各市町村におけるＩＴ化支援活動の状況や需要に関する調査 

・パソコン環境がある市町村 

 東松島市（２７台）、石巻市（３３台）、大崎市（２０台） 

・平成２２年度市町村主催のパソコン講座開催予定を調査 

 市町村９ヶ所 

（石巻市、登米市、松島町、南三陸町、女川町、柴田町、色麻町、村田町、丸森町） 

成 果 

ふるさと雇用再生特別基金を活用し、県内のＩＴ化支援ＮＰＯの構築と運営を県より平成

21 年 7 月受託し、8 月より実施。NPO や一般県民への IT 技術のサポートをするために、

IT 支援を目的とする NPO とのネットワークを構築した。ネットワーク参加団体の指導的

立場になるメンバーのスキルアップを行い、新たに１２名の ICT マスターが誕生し、講師体制

を整えることができた。 

県内の IT 支援 NPO の実態把握が不十分であるため、県内 IT 活動環境の現状調査を

行った。各市町村のパソコン環境は機材が古く、利用者のニーズに応えられないことから主

催も減少しており、厳しい現状がわかった。 

ネットワーク参加の可能性のある団体は平成 22 年１２月現在で 18 団体あったが、内部学

習的団体が多く、指導する意欲のある人材の確認には至らなかった。 

パソコン教室を主催する市町村は、中・高校の公開講座を実施した地区も入れ９か

所（25％）。住民の情報が集まってこない１３か所（36％）。調査目的とした IT 支援

NPO の育成可能な団体に関しては、見つけることはできない厳しい状況である。 

資格保有者の活躍の場である ICT スクールみやぎを立ち上げに向けて、団体事情を確認

するなど準備を行った。今後、ICT マスターが市民に向けた PC 指導を推進するとともに、多

様なニーズに対応するスキルを持つ NPO のネットワーク参加を模索する必要がある。 
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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

（３） ライフサポーター養成セミナー（主催:地域創造ネットワークジャパン） 

事業名 ライフサポーター養成セミナー 

主催 特定非営利活動法人地域創造ネットワーク・ジャパン 

共催 特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 連合宮城  中央労福協 

目的 

ＬＳ（総合的な福祉の民間版ソーシャル・ワーカーの役割を果たす、相談対応、関係機

関のネットワークづくり、地域の中で足りないサービスを作りだすなどの生活応援・総

合相談員）を養成する 

実施概要 

開催日時：11/30 13 時開講～12/2 12 時閉講 

会  場：ハーネル仙台 会議室 

募集人数：NPO 等一般 10～20 人 

       連合・労福協等 20 人 

参加対象：困っている人の支援をしたいと思っている人 

       地域での支援機関のネットワーク形成に取り組む意欲のある人 

       ワンストップサービスの担当者、ＮＰＯの相談員 など 

参加費：ＮＰＯ・一般 20000 円 

講師： 田中尚輝氏（地域創造ネットワーク・ジャパン） 

    大山正博氏（仙台いのちの電話研修担当） 

    後藤千鶴子氏（ゆめつむぎ） 

    中村祥子氏（グループゆう） 

    大久保朝江（杜の伝言板ゆるる） 

参加人数：12 名 

成果 

課題 

今回は、主催団体からの要請にこたえる形で、地元共催団体として取り組んだ。 

初めての「ライフサポーター養成」のため、養成後の活動内容が確認できず、広報が後

手になった。しかし興味を持った市民活動団体へ出向き、実際に代表等に会ったことで、

参加者につながった例もあった。 

今後、養成講座受講生の活動のサポートをどうしていくのか、示されていない。 

（４） 情報セキュリティサポーター育成講座 in 仙台（主催: 日本ネットワークセキュリティ協会） 

主催 NPO 日本ネットワークセキュリティ協会 
共催 セキュリティ対策推進協議会（SPREAD） 
協力 特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

目的 

多くの個人情報を扱う団体の担当者、特に指定管理を担う NPO が、セキュリテ

ィの重要性を認識して意識を高め、各団体のセキュリティ向上を目指す。地域に

おけるセキュリティサポートを担う人材育成を図る。 

実施 

概要 

開催日時：平成 22 年 1 月 30 日（土）10：00～17：00 
会場：みやぎ NPO プラザ 第二会議室 
参加対象：多くの個人情報を扱う団体の担当者、関心のある市民 
参加費：1,000 円（受講料・教材費・検定料含む） 
参加者数：25 名（申込 26 名／1 名当日欠席） 
講師：下村 正洋氏（セキュリティ対策推進協議会代表／NPO 日本ネットワーク

セキュリティ協会事務局長／株式会社ディアイティ 代表取締役社長 
【プログラム】 
１．第 2 次情報セキュリティ基本計画とサポート 
２．講義と実習（基礎知識） 
３．講義と実習（脅威と被害、安全・安心対策） 
４．SPREAD サポーター検定試験 
５．サポーター共有サイト、2012 年の姿 
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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

成果 

課題 

SPREAD 協働団体として広報及び集

客、会場準備に協力した。 
ホームページやチラシ等で一般市民に

広報した他、個人情報を扱う公の施設指

定管理を担う NPO に直接呼びかけたと

ころ、定員 20 名を超える参加者を得るこ

とができた。 
また既に市民向けに IT 指導を行っている

IT 支援 NPO ネットワーク宮城との連携

により、メンバーの人材育成に貢献した。 
また感染確認や駆除及び防止する為の情報提供の場となった。 
最後に検定試験を実施し、知識確認を行う事ができた。また受験した 25 名のう

ち 20 名が合格した。 
今後は、合格した方の活躍の場を創出することや、フォローアップセミナーを

開催する事が課題である。 

（５） 会員のＮＰＯや連携している団体からの依頼や、名義後援のイベント等の資料を月刊

ゆるる送付時に同封 

会員関係：6 団体 9 件  支援・協力団体：４件 

（６） 名義後援    

・『風人の祭 2009・仙台』実行委員会  『風人の祭 2009・仙台』(9/16) 

・宮城県社会福祉協議会 「災害ボランティアシンポジウム」（2/11） 

・特活 LEAF26 生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）開催記念 

         みやぎ自然観察会及び基調講演会（3/1～10/29） 

・大國神社の山野草を守る会 第 5 回かたくり祭（4/6～4/30） 
 

８．宮城県民間非営利活動プラザの管理運営 

（１）施設管理 

①施設利用状況 

施
設
見
学

ヒ
ア
リ
ン
グ

交
流
サ
ロ
ン

電
話
問
合
せ

情
報
収
集
･
提
供

案
内
･
問
合
せ

閲
覧
・
縦
覧
等

会
議
室
使
用

Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
談

パ
ソ
コ
ン
利
用

作
業
室

チ
ラ
シ
等
依
頼

事
務
ブ
ー

ス
利
用

シ
ョ
ッ

プ
利
用

レ
ス
ト
ラ
ン
利
用

計

人数 人数 人数 人数 人数 人数 電話 来館 人数 人数 人数 人数 人数 件数 人数 人数 人数 人数

合計 115 9 9,477 2,752 1,809 575 280 842 82 12,576 371 2,153 3,532 1,782 3,612 898 5,497 46,362

前年累計 100 － 8,169 2,609 1,425 727 284 738 74 11,527 271 1,932 3,820 1,701 3,548 2,431 4,420 43,776

※ＮＰＯ相談には専門相談を含む

会
議
室
申
込

 

②貸会議室利用状況 

件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間

274 5,368 1,117 154 2,601 691 186 1,289 532 167 1,324 589 230 1,994 784 1,011 12,576 3,713

238 4,674 960 132 2,368 531 178 1,375 469 173 1,320 501 203 1,790 713 924 11,527 3,174

第２会議室（全面）

前年累計

第１会議室

累計

第２会議室（分割） 研修室 合計第３会議室
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③コピー機・印刷機 

モノクロ
（枚）

カラー
（枚）

合計
（枚）

トナー
（本）

利用件数
（件）

製版数
（枚）

印刷枚数
（枚）

インク
（本）

マスター
（本）

合計 21,260 4,670 25,930 6 1,512 7,701 2,453,835 155 31

前年累計 24,875 5,028 29,903 6 1,563 8,722 2,314,981 121 36

コピー機 印刷機

 

④施設見学    ２２件  合計１１５名 

⑤ヒアリング対応    ６件  合計９名 

⑥利用者懇談会 

実施日時 ９月１６日（水）１８：３０～２０：４０ 

参加者数 １２名（利用者６名、宮城県２名、プラザスタッフ４名） 

実施日時 ２月１８日（木）１４：００～１５：３０ 

参加者数 １８名（利用者１２名、宮城県２名、プラザスタッフ４名） 

 

（２）企画事業実施状況 

①ＮＰＯの運営一般及び税務・会計に関する専門相談 

・会計相談 １６件  雇用相談 ４件  ボランティア相談 ３５件   

設立･運営相談 ４６件   計１０１件 

ＮＰＯのための窓口相談件数（合計２１６件） 

②ＮＰＯの運営一般に関する研修（マネジメント講座） 

  みやぎ NPO プラザ  ６講座 

  出前講座（登米市・柴田町・気仙沼市） ４講座 

③ＮＰＯの税務・会計に関する研修（会計・税務講座） 

みやぎ NPO プラザ ６講座   出前講座（石巻市・大崎市）２講座 

④ＮＰＯ支援連携事業 

ＮＰＯ・市民活動情報交換会 

大河原町・石巻市・大崎市にて開催。 

 

（３）５０歳からのＮＰＯ実践塾 

   シニアが社会活動に参加していくための学びと実践をする塾。 

①第２～４期実践塾 

第2期（全5回） 第3期（全6回） 第4期（全5回）

実施回数
実施日程

4/25(土）・5/16(土）・5/30(土）
6月中の希望日・6/20（土）
※④以外は14：00～16：00

9/12（土）・9/26（土）・10/3
（土）・10/17(土）
10～11月中の希望日・11/28（土）
※⑤以外は14：00～16：00

1/23(土）・2/6(土）・2/20(土）
2・3月中の希望日・3/27(土）
※④以外は14：00～16：00

参加人数 8名 12名 11名  

②フォローアップセミナー 

 開催日：８月２２日・１２月１２日  
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（４）ＮＰＯ・ボランティアに関する情報収集と発信 

①みやぎＮＰＯ情報ネット 

・更新件数 

ゆ
る
る
提
供

情
報
ネ

ッ
ト

プ
ラ
ザ
窓
口

助
成
金

合計 248,395 194 264 510 202 1,454 281 125 24 140 119 10 363 3,686 253

訪
問
者
数

新規データアップ 情
報
の
変
更
・
取
り
下
げ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
変
更
・
更
新

企
画
事
業

管
理
日
数

相
談

団
体
検
索
登
録

宮
城
県
促
進
室

国
・
宮
城
県
各
課
・
市
町
村

そ
の
他
更
新

合
計

 

・年次記録 

年度 情報アップ数
アクセス数

(トップページ)
アクセス数
(訪問者数)

アクセス数
(セッション数)

閲覧ページ数
(～2008.06)

ページビュー
(2008.07～)

13 617 23,298 - - -

14 935 32,840 - - -

15 888 47,878 331,687 - 612,140

16 918 52,613 197,352 - 613,557

17 871 - 217,825 - 568,013

18 912 - 269,763 - 775,292

19 757 - 243,979 - 1,298,171

20 817 - 77,638 122,863 385,672 505,485

21 968 - - 248,395 - 788,388

累計 7,683 156,629 1,338,244 371,258 4,252,845 1,293,873

 

 

 

 

 

 

②ブログ版みやぎＮＰＯ情報ネット 

・ブログ更新件数 

情報チーム
日誌

ＮＰＯプラザの
近況

ＮＰＯ法人
認証情報

H21合計 3 157 35 195

新規エントリー数
合計 

 

③みやぎＮＰＯ情報ネット メールマガジン 

・発行日：毎月１日(１月のみ４日)   ・登録者数：２４８名 

NPO支援情報
（トピックス）

NPOプラザ
からのお知らせ

助成金情報
NPO法人
認証情報

その他 合計

H21合計 63 31 67 54 1 216  

④「Ｏｎｅ ｔｏ Ｏｎｅ」発行 

・発行日：年 6回 5・7・9・11・1・3月の 1日  ・発行部数：3,000 部 

・仕様：A3 判 2 ツ折り カラー1 色印刷   

⑤「月刊杜の伝言板ゆるる」プラザページ発行 

・発行日：毎月 1日   ・発行部数：8,000 部 

・仕様：A4 判 1 ページ カラー1 色印刷 

⑥ＮＰＯ発行の図書販売代行 

 NPO の情報を広く伝えるため、NPO が発行した書籍等を販売代行をしている。 

 取扱数  ４団体   図書数：１０冊 
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（５）共有スペースを活用した各種交流イベントの企画・運営 

①みやぎＮＰＯプラザまつり２００９の開催 

主  催 みやぎＮＰＯプラザ町内会、宮城県（みやぎＮＰＯプラザ） 

後  援 みやぎの区民協議会、河北新報社 

日  時 平成２１年１０月１８日（日）１０：００～１５：００ 

会  場 みやぎＮＰＯプラザ全館 

来場者数 ５５０名 （一般来場者４５０名、参加団体２９団体１００名） 

 

（６）県内のＮＰＯ支援施設や中間支援組織の機能向上を目的とした研修の開催 

   NPO 支援センタースタッフのためのスキルアップ研修を年３回開催した。 

   第１回 ６月２５日 

   第２回 ９月１０日 

   第３回 １月１５日 

 

（７）みやぎＮＰＯプラザ運営評議会の開催 

宮城県民間非営利活動プラザ評議会設置要綱に基づき、年度内２回開催。 

■第１回宮城県民間非営利活動プラザ運営評議会 

開催日時  ５月２７日（水）１０：００～１２：００ 

■第２回宮城県民間非営利活動プラザ運営評議会 

開催日時  １月１９日（火）１０：００～１２：００ 

 

９．その他の事業 

 

労働保険事務組合事業 

   賛同を得る専門家が出現しているが、設立への要件が未成熟のため、進展できていない。 


